
情報Ⅰに向けた札幌北⾼校の授業実践の報告
北海道札幌北⾼等学校 前⽥健太朗



1 履修科⽬

• R3年度 1年次「情報の科学」

• R4年度 1年次「情報Ⅰ」

昨年度まで、情報の科学の中でプログラミングと統計を利⽤した問題解決
を扱ってきました。
今年度、指導内容と配当時間を⾒直し、情報デザインを追加して扱いまし
た。



2 情報Ⅰに向けた準備

•指導内容の変更
• 3観点による観点別評価
•主体的・対話的で深い学びの実現
•⼤学⼊学共通テストへの対応



3 年間指導計画
単元 配当時間

オリエンテーション 1時間

情報社会の問題解決 9時間

2進法、デジタル化 11時間

メディアと情報デザイン 3時間

ネットワーク 5時間

プログラミング 12時間

データの活⽤ 12時間

定期考査 2時間

本校では65分授業を⾏っているため、年間の実授業時間は54時間程度です。



4-1 情報社会の問題解決の指導⽅針

•協働的な学びを⽬指して•問題解決を⽬指して

情報社会のさまざまな問題
について、シンキングツ
リーを利⽤して根本にある
原因とその解決策を考えま
す。

グループでテーマを決めて、考えたこ
とICTを活⽤して可視化、共有します。
考えたことを5分のプレゼンにまとめま
す。スライドは共同編集で作成します。



4-1 情報社会の問題解決の内容と配当時間
指導内容 配当時間

パスワードの設定、情報社会の利点と課題 1時間

テーマの選択とテーマに関する情報共有 1時間

テーマに関する問題点と解決策の検討 1時間

プレゼンテーションソフトの操作⽅法 0.5時間

スライドの作成とリハーサル、スライドの修正 3時間

発表会 1.5時間

単元の振り返り 1時間



4-2 情報社会の問題解決の評価

•思考・判断・表現 •主体的に学習に取り組む態度

聴衆役の⽣徒はプレゼン発表を聞
きながら、解決策の妥当性や発表
のわかりやすさをクラウド上に⼊
⼒していきます。

発表後、相互評価の結果を⾒ながらグ
ループで反省します。さらに、個⼈で
この単元の学習を振り返ります。



国⽴教育政策研究所 「指導と評価の⼀体化」のための学習評価に関する参考資料より



4-3 主体的に学習に取り組む態度の評価について

• 国⽴教育政策研究所の「指導と評価の⼀体化」のための学習に関する参考資料をもとに、2つのことを
⽣徒に振り返らせたところ、両⽅に同じような記述が⾒られました。



国⽴教育政策研究所 「指導と評価の⼀体化」のための学習評価に関する参考資料より



4-4 ⼤学⼊試への対応

今年度の定期考査の問題の⼀部です。
問1は令和3年の情報関係基礎の問題をベースに
作りました。得点率は71%でした。
問2の得点率は54%、問3の得点率は5%でした。



5-1 情報デザインの指導⽅針

•主体的・対話的な学びを⽬指して •深い学びを⽬指して

ピクトグラムを作成し、⽣徒間で
意⾒交換して修正します。

抽象化やユニバーサルデザインを
学び、ピクトグラムを作成します。



5-2 情報デザインの内容と配当時間

指導内容 配当時間

メディアとコミュニケーション 1時間

抽象化、ユニバーサルデザイン、ユニバーサルカラーデザイン 0.5時間

ピクトグラム作成 1.5時間



5-3 情報デザインの評価

作成したピクトグラムはクラウド上に提出させ、思考・表
現として評価します。

単元の終わりに実習を振り返り、主体的
に学習に取り組む態度として評価します。



6-1 プログラミングの指導⽅針

(1)説明・例題 (2-1)問題演習 (2-2)問題演習

図は乱数の授業の例です。
乱数の授業の前に、⼊⼒や条件分岐、反復処理を学習しています。
例題や問題演習のプログラムはできるだけ短くなるように配慮しています。
エラーメッセージからプログラムの修正を考えます。

•主体的で深い学びを⽬指して



6-2 プログラミングの指導内容と配当時間
指導内容 命令など 配当

時間
アルゴリズムの基本的な構造
（順次、分岐、反復）

1時間

表⽰ print( )
変数と代⼊ =
⼊⼒ input( )
整数化と演算記号 int( )、+、-、

*、/、%
1時間

⽐較演算⼦ >、>=、<=、
<、==、!=

分岐 if、else

指導内容 命令など 配当
時間

反復 while、
for、range( )

2時間

乱数 randomモ
ジュール

1時間

配列（リスト） 1時間
グラフの描画 matplotlib.pyp

lotモジュール
2時間

モデル化とシミュレーション
探索法（線形、⼆分） 2時間
ソート 1時間
関数 def 1時間



6-3 プログラミングの観点別評価

演習問題の提出数
（プログラムが不完全でも評価）

単元の終わ
りに記述し
た振り返り
の内容

•主体的に学習に取り組む態度•思考・判断・表現

プログラムの作成やアルゴリズムの⽐較をする問題



6-4 プログラミングによるモデル化とシミュレーション



6-5 モデル化とシミュレーションは難しい

単元の終わりに授業アンケートを実施した結果、サイコロも放物運動も、プログラム⾃体は難しいと
感じる⽣徒が多いこと、シミュレーションには興味を持つ⽣徒が多いことがわかりました。
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6-6 プログラミングに個別最適な学習を

•中学校までのプログラミングの経験の差に対応する必要があり
そうです。
•プログラミングの学習塾に通っている⽣徒がいました。
•プログラミングを独学で学習している⽣徒がいました。
•プログラミングに興味を持って、授業の進度よりも早く課題を
終える⽣徒がいます。



6-6 プログラミングに個別最適な学習を
• 教員が準備の⼿間をせずに教材を⽣
徒に渡せると助かります。教材は読
むものだけでなく、問題演習できる
ものがよいでしょう。

• 教員は先に進んでいる⽣徒に対応す
ることは難しいでしょう。学習のヒ
ントや正解を表⽰できると、⾃分で
答え合わせをしながら学習を進める
ことができます。

• 作成したプログラムにエラーがある
場合、⽣徒がエラーメッセージを理
解できると、⾃分でエラーを修正し
やすいでしょう。



6-7 ⼤学⼊試への対応

この問題の得点率は77.6%でした。

昨年度の定期考査の問題の⼀部で
す。



6-7 ⼤学⼊試への対応

⼤学⼊試センター令和3年度⼤学⼊学共通テスト情報関係基礎本試験より



6-7 ⼤学⼊試への対応

この問題の得点率は49%でした。



7-1 データの活⽤の指導⽅針

•問題解決
スマートフォンの利⽤時間に
ついて分析し、⾃分のスマー
トフォンの利⽤時間や使い⽅
を考えます。

•主体的、深い学び
説明と例題に取り組んだあと、
演習問題に取り組みます。
学んだ知識・技術を活⽤して
データを分析します。



7-1 データの活⽤の指導内容等
指導内容 配当時間

データの活⽤について、データの型と尺度、表計算ソフトの基本操作 1時間

代表値、⽋損値、外れ値 1時間

ヒストグラム 0.5時間

偏差、分散、標準偏差 1.5時間

散布図、相関、クロス集計 1.5時間

相関係数、単回帰分析 1時間

仮説の形成と検証 5.5時間



7-2 利⽤するデータの収集

昨年度の授業で、⽣徒に対してGoogleフォームを利⽤してアンケート調査を⾏いました



7-3 アンケートの集計結果

アンケート結果が⾃動集計されてCSV形式で出⼒し、さらに表計算ソフトのファイル形式に変更します。



7-5 データの活⽤の指導内容（統計量）

スマホの利⽤状況のアンケート結果から、表計算ソフトの関数等を利⽤して基本的な統計量を求めます。



7-5 データの活⽤の指導内容（ヒストグラム）

スマホの利⽤状況のアンケート結果から、表計算ソフトのグラフ作成機能を利⽤してヒストグラムを作成します。



7-5 データの活⽤の指導内容（偏差と分散）

スマホの利⽤状況のアンケート結果から、偏差を求め、さらにそれを2乗した値を求めます。



7-5 データの活⽤の指導内容（分散と標準偏差）

全データの偏差の2乗の平均値から分散を求めます。（その後、分散の関数も指導します。）
さらに、分散では2乗したために単位がおかしくなっていることから、分散を平⽅根にした標準偏差を求めま
す。（その後、標準偏差の関数も指導します。）



7-5 データの活⽤の指導内容（相関）

共分散の値の求め⽅を説明し、相関係数の計算を⾏います。（その後、共分散や相関係数の関数も指導しま
す。）



7-5 データの活⽤の指導内容（散布図）



7-5 データの活⽤の指導内容（クロス集計）



7-5 データの活⽤の指導内容（単回帰分析）



7-5 データの活⽤の指導内容（単回帰分析）



7-6 ⼤学⼊試に向けて

昨年度の定期考査
の問題の⼀部です。



8 今後の課題
単元 配当時間

観点別評価

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

情報社会の問題解決 9時間 定期考査 実習課題 ワークシート

情報のデジタル化 11時間 定期考査 ワークシート ワークシート

前期の評価 70% 20% 10%

メディア・情報デザイン 3時間 定期考査 実習課題・ワーク
シート ワークシート

プログラミング 11時間 定期考査 実習課題・ワーク
シート

実習課題・ワーク
シート

ネットワーク・データ分析 17時間 定期考査 ワークシート ワークシート

後期の評価 70% 20% 10%

観点別評価を評定に総括する⽅法を確⽴しなければなりません。


